
組
織
八
、〇
〇
〇
名
回
復
を
め
ざ
し

組
織
八
、〇
〇
〇
名
回
復
を
め
ざ
し

組組
織織
八八
、、〇〇
〇〇
〇〇
名名
回回
復復
をを
めめ
ざざ
しし

〇
〇
〇

（民主）（社民）

建
設
長
崎
第
六
十
二
回
定
期

大
会
が
、
七
月
十
四
日
�
、
十

五
日
�
の
二
日
間
、
雲
仙
・
小

浜
勤
労
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
本
部
執
行
部
を
代

表
し
て
金
子
執
行
委
員
長
よ
り

県
議
選
挙
に
対
す
る
お
礼
が
あ

り
、「
組
織
拡
大
に
向
け
て
、

長
建
国
保
の
有
利
性
や
共
済
制

度
の
魅
力
付
け
な
ど
の
地
道
な

活
動
を
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
な

が
ら
、
五
カ
年
計
画
の
最
後
の

年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
な
げ
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
全
建
総
連
の
佐

藤
書
記
長
を
は
じ
め
、
労
働
団

体
や
各
政
党
の
代
表
よ
り
ご
挨

拶
を
戴
き
ま
し
た
。

組
織
拡
大
表
彰
で
は
、
年
間

二
十
六
名
の
加
入
を
し
た
島
原

支
部
と
、
年
間
五
十
七
名
の
加

入
を
し
た
佐
世
保
中
央
支
部
の

二
支
部
が
目
標
を
達
成
。
個
人

と
し
て
は
五
名
以
上
の
拡
大
を

し
た
井
星
博
文
さ
ん
（
佐
世
保

中
央
）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
平
成
十
八
年
度

活
動
経
過
を
北
村
書
記
長
よ
り
、

会
計
決
算
を
石
田
執
行
委
員
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
後
、
平
成
十

九
年
度
運
動
方
針
（
案
）
に
つ

い
て
相
川
副
委
員
長
か
ら
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
の
午
前
中
は
、
三
つ

の
分
散
会
に
分
か
れ
て
一
日
目

に
提
案
さ
れ
た
運
動
方
針（
案
）、

会
計
予
算
（
案
）
等
に
つ
い
て

活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
本
会
議
で
は
、

本
年
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

�
組
織
九
〇
〇
〇
名
復
元
を
め

ざ
し
、
年
間
三
五
〇
名
を
拡
大

し
よ
う
�
分
会
会
議
と
ふ
れ
あ

い
訪
問
で
分
会
・
班
の
内
部
強

化
を
図
ろ
う
�
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
新
設
要
請
行
動

と
全
支
部
が
得
意
先
回
り
と
住

宅
デ
ー
を
通
じ
て
、
仕
事
確
保

で
職
場
を
守
ろ
う
�
建
設
技
能

者
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
若
年
技
能
者
の
育

成
と
技
術
技
能
の
向
上
を
め
ざ

そ
う
等
１４
項
目
を
拍
手
で
採
択
。

大
会
宣
言（
案
）を
馬
渡
青
年

部
長
が
読
み
上
げ
、「
平
和
で
安

定
し
た
豊
か
な
暮
ら
し
と
、
技

能
後
継
者
が
育
つ
環
境
づ
く
り

に
全
力
を
注
ぎ
、
さ
ら
に
多
様

化
す
る
社
会
情
勢
、
生
活
環
境

を
直
視
し
、
組
合
の
生
き
残
り

を
か
け
て
仕
事
確
保
、
労
働
条

件
の
改
善
等
諸
運
動
に
取
り
組

む
」
こ
と
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
執

行
委
員
五
十
三
名
の
内
、
七
名

が
新
任
、
四
十
六
名
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

新
役
員
を
代
表
し
て
金
子
執

行
委
員
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
力

強
い
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
で
二

日
間
の
大
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

（
古
井
）

山

内
ト
ク
シ
ン
氏（
比

例

区
）

大
久
保
ゆ
き
し
げ
氏（
長
崎
選
挙
区
）

第
二
十
一
回
参
院
選
挙
が
七

月
二
十
九
日
投
開
票
が
行
わ
れ
、

投
票
率
は
選
挙
区
で
五
八
・
六

四
％
と
な
り
、（
前
回
よ
り
約

二
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
）
建
設

長
崎
推
薦
候
補
二
名
が
見
事
当

選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

長
崎
県
選
挙
区
で
は
、
民
主

党
新
人
の
前
県
議
・
大
久
保
潔

重
氏
が
自
民
党
公
認
の
小
嶺
氏

に
約
二
万
票
の
差
を
つ
け
て
、

初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

比
例
区
で
は
、
社
民
党
新
人

の
前
沖
縄
読
谷
村
長
・
山
内
徳

信
氏
が
苦
戦
を
強
い
ら
れ
な
が

ら
も
、
社
民
党
二
議
席
の
一
つ

を
確
保
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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大久保潔重 氏
（民主党・４１）

当 ３５２，９５３

【比 例 区】
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（社民党・７１）

当 １４５，６６６
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第
六
十
二
回
建
設
長
崎
定
期
大
会

執
行
委
員
長
挨
拶

県
下
十
五
支
部
よ
り
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
代
議
員
、
青
年
部
、
主
婦
会
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。
ま
た
、
ご

来
賓
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
四
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
統
一
自
治

体
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
見
事
当
選
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

県
議
会
議
員
の
最
初
の
六
月
県
議
会
は

開
会
当
初
よ
り
、
県
議
会
議
長
の
暴
力
団

と
疑
わ
れ
る
人
と
の
就
任
祝
賀
会
出
席
に

端
を
発
し
た
議
長
へ
の
不
信
任
案
の
提
出
、

久
間
防
衛
大
臣
に
対
す
る
抗
議
決
議
を
可

決
な
ど
、
異
例
ず
く
め
の
議
会
で
し
た
。

今
回
私
は
、
改
革
二
十
一
の
会
派
に
所

属
し
、
常
任
委
員
会
は
「
経
済
労
働
委
員

会
」、
特
別
委
員
会
は
「
少
子
・
高
齢
特

別
委
員
会
」
と
な
り
ま
し
た
。
組
合
活
動

に
も
多
く
の
点
で
重
な
る
部
分
が
あ
り
全

力
で
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
閣
は
小
泉
政
権
か
ら
安
倍
内
閣
へ
と

替
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
路
線
は

弱
者
切
り
捨
て
、
格
差
の
拡
大
、
大
幅
な

増
税
な
ど
、
数
に
物
を
言
わ
せ
た
ご
り
押

し
で
、
強
行
採
決
で
決
定
さ
れ
、
さ
ら
に

防
衛
庁
の「
省
へ
の
昇
格
」、「
自
衛
隊
法
」、

「
教
育
基
本
法
」
の
改
悪
、「
国
民
投
票

法
」
な
ど
、
戦
争
が
で
き
る
国
へ
の
一
歩

一
歩
を
確
実
に
進
み
始
め
ま
し
た
。

い
ま
、
国
民
の
関
心
は
、
年
金
問
題
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
生
存
権
を
守
り
生
活

権
を
守
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
に
そ
の
被

害
が
及
ぶ
よ
う
で
あ
れ
ば
全
力
で
闘
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
声
が
県
議
会
へ
、
市
議
会
へ
、

そ
し
て
国
会
へ
届
く
こ
と
を
念
じ
て
、
今

の
弱
者
い
じ
め
の
政
治
を
変
え
る
た
め
に
、

「
参
議
院
議
員
選
挙
」
で
勝
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
日
長
崎
は
、
全
国
で
四
十
四
番
目
と

い
う
不
況
の
ど
ん
底
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
共
工
事
も
約
半
分
と
い
う
落

ち
込
み
の
な
か
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
国
際
貿
易

機
関
）
の
国
際
入
札
工
事
が
県
内
に
も
進

出
し
て
お
り
、
予
定
価
格
の
六
〇
パ
ー
セ

ン
ト
台
、
最
悪
で
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
と

い
う
落
札
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

現
場
の
安
全
経
費
も
法
定
福
利
費
も
全

く
算
定
さ
れ
ず
、
労
務
費
が
半
額
で
も
難

し
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
工
事
は
落
札
に
最
低
制
限
が
な

い
工
事
で
あ
る
も
の
の
、
現
場
で
働
く
技

能
労
働
者
が
元
請
け
会
社
の
受
注
競
争
の

・
・
・

ツ
ケ
を
被
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
い
わ
れ

は
な
く
、
落
札
さ
れ
た
工
事
金
額
と
は
関

係
な
く
『
適
正
な
労
賃
』
を
受
領
で
き
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
急
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

長
崎
県
議
会
及
び
長
崎
市
議
会
で
採
択

さ
れ
た
「
公
契
約
法
」
制
定
を
国
に
求
め

る
請
願
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
一
歩
進
め
て

「
公
契
約
条
例
」
制
定
に
向
け
て
の
動
き

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
生
命
と
健
康
を
守
る
長
建
国

保
は
、
一
昨
年
に
給
付
の
見
直
し
を
行
い
、

昨
年
度
は
三
〇
歳
未
満
の
一
般
組
合
員
保

険
料
の
「
引
き
下
げ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

償
還
払
い
の
利
点
と
を
合
わ
せ
、
組
合
強

化
拡
大
の
面
か
ら
も
、
是
非
と
も
長
建
国

保
の
有
利
性
の
宣
伝
強
化
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

組
織
の
拡
大
は
、
五
ヵ
年
計
画
の
四
年

目
で
し
た
が
、
不
況
型
脱
退
が
依
然
と
し

て
多
数
を
占
め
て
お
り
、
地
道
な
活
動
を

一
つ
一
つ
積
み
重
ね
な
が
ら
、
最
後
の
拡

大
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
な
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
一

人
一
人
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
け
ば
い
い

の
か
、
そ
し
て
、
組
合
と
い
う
場
で
行
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
変
革
を
ど

の
よ
う
に
求
め
て
行
く
の
か
、
そ
の
よ
う

な
転
機
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

大
会
運
営
委
員
長
兼
資
格
審
査
委
員
長

丸
田

保

第
一
分
散
会
議
長

工
藤

是
正
（
大
浦
）

西
平

博
之
（
専
従
）
報
告
者

寺
田

孝
弘
（
平
戸
）

選
挙
管
理
委
員
長

前
田

三
男

第
二
分
散
会
議
長

坂
口

忠
義
（
中
央
）

佐
藤

圭
介
（
専
従
）
報
告
者

伊
藤

一
�
（
大
村
）

大
会
議
長

本
多

常
秋
（
中
央
）
右

川
尻

修
治
（
平
戸
）
左第

三
分
散
会
議
長

古
川

勝
（
浦
上
西
）

石
田

哲
雄
（
専
従
）
報
告
者

丸
田

勉
（
佐
東
）

大
会
書
記

大
賀

修
司
（
専
従
）
右

原
田

恒
久
（
専
従
）
左

長
崎
県
土
木
部
部
長

上
野
進
一
郎

長
崎
県
産
業
労
働
部
部
長

石
橋

隆

衆
議
院
議
員

高
木

義
明

衆
議
院
議
員

山
田

正
彦

参
議
院
議
員

犬
塚

直
史

元
国
務
大
臣

石
井

一

長
崎
市
長

田
上

富
久

佐
世
保
市
長

朝
長

則
男

島
原
市
長

吉
岡
庭
二
郎

南
島
原
市
長

松
島

世
佳

諫
早
市
長

吉
次

邦
夫

大
村
市
長

松
本

崇

松
浦
市
長

友
広

郁
洋

時
津
町
長

平
瀬

研

長
与
町
長

葉
山

友
昭

長
崎
県
議
会
議
員橋

本

希
俊

佐
世
保
市
議
会
議
員

速
見

篤

日
本
住
宅
新
聞
社
代
表
取
締
役

田
部

義
司

北
海
道
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長

松
島

磯
巳

秋
田
建
築
労
働
組
合
組
合
長

伊
藤

和
雄

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
委
員
長

伊
藤

義
彰

茨
城
県
建
築
連
合
会
執
行
委
員
長

古
澤

昌
之

群
馬
県
建
築
業
組
合
連
合
会
会
長

川
合

秀
夫

栃
木
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

高
梨

文
夫

建
設
埼
玉
中
央
執
行
委
員
長

菰
田

勇
司

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長

鈴
木

稔

神
奈
川
建
設
労
働
組
合
連
合
会
会
長

内
藤

勝
義

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長

鈴
木

雄
一

全
建
総
連
千
葉
県
連
合
会
執
行
委
員
長

鈴
木

紘

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会
会
長

池
川

春
男

長
野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長

高
木

常
吉

岐
阜
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

藤
白

勇

静
岡
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

石
野

實

全
愛
知
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

山
田

正
巳

三
重
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

森
本

文
雄

滋
賀
県
建
築
組
合
組
合
長

中
村

藤
夫

全
京
都
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

田
辺

正
男

大
阪
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

高
橋

英
一

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
会
長

安
達

智
紹

奈
良
県
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

中
嶋

弘

�
奈
良
県
建
設
業
振
興
会
理
事
長

栗
山

司

和
歌
山
建
設
労
働
組
合
組
合
長

波
多
野
和
美

鳥
取
県
建
築
連
合
会
会
長

渡
辺

行
雄

�
島
根
建
築
組
合
連
合
会
会
長

桑
田

忠
義

岡
山
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

石
部

明

広
島
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

安
元

弘
道

建
設
山
口
本
部
執
行
委
員
長

小
川

勇

建
設
山
口
本
部
書
記
長

田
村

豪
勇

徳
島
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

辻

秀
昭

フ
レ
ッ
セ
執
行
委
員
長

小
泉

栄
昭

香
川
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

斉
藤
徳
太
郎

高
知
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

杉
本

義
忠

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

西
山

徹

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長

山
田

末

熊
本
県
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

楠
元

繁
芳

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合
執
行
委
員
長

長
濱

泉

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
執
行
委
員
長

中
川
實
二
郎

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合
執
行
委
員
長

皆
元

鐵
夫

大会あいさつ
要 旨

執行委員長

金子三智郎

大
会
祝
電

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

全建総連書記長

佐藤 正明

坂本 浩

蜂須賀洋一

中村 忠孝

池田 篤

重松 文男

楠 大典

橋本 希俊

池田 章子

野口 達也

城田 拓治

松崎 鈴子

松本 匠

早稲田矩子

春田 幸世

明石 佳成

小森 隆雄

井坂 達朗

堤 隆男

山田 末

原口 弘

前田 富雄

長崎県平和運動センター
事務局長

長崎地区労働組合会議議長

長崎県労働者福祉協議会
事務局長

九州ろうきん長崎県本部
本部長

全労済長崎県本部
専務理事

県議会議員

県議会議員

長崎市議会議員

長崎市議会議員

諫早市議会議員

大村市議会議員

島原市議会議員

佐世保市議会議員

長与町議会議員

長崎県教職員組合
中央執行委員長

長建木材供給�
取締役部長

長崎県職業能力開発協会
専務理事

全福岡県建設労働組合
委員長

佐賀県建設労働組合連合会
委員長

佐賀県建設労働組合連合会
副委員長

長崎県建設産業労働組合
顧問

出席者
敬称略来賓紹介

連合長崎会長

高石 哲夫

衆議院議員

高木 義明

県議会議員

吉村 庄二

大
会
諸
役
員
敬
称
略
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我
々
は
、
二
日
間
に
わ
た
り
、

建
設
長
崎
六
十
二
回
定
期
大
会
を

こ
こ
雲
仙
の
地
に
お
い
て
開
催
し

た
。
こ
の
一
年
間
、
我
々
は
建
設

長
崎
の
運
動
の
基
本
と
な
る
ふ
れ

あ
い
運
動
に
よ
る
「
内
部
強
化
」

を
始
め
「
仕
事
確
保
」、「
組
織
拡

大
」
行
動
等
、
仕
事
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
諸
運
動
を
展
開
し
て

き
た
。

特
に
、
四
月
の
統
一
自
治
体
選

挙
で
は
、
組
合
員
家
族
の
皆
様
の

ご
支
援
に
支
え
ら
れ
、
前
田
県
議

の
政
治
後
継
者
と
し
て
金
子
執
行

委
員
長
を
県
議
会
に
送
る
こ
と
が

で
き
た
。
我
々
の
生
の
声
を
議
会

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
今
後

要
請
行
動
を
強
め
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

政
府
は
、
景
気
回
復
は
続
い
て

お
り
、「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超

え
た
と
し
、
ゼ
ネ
コ
ン
や
大
手
住

宅
企
業
は
、
業
績
回
復
、
利
益
増

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は

下
請
業
者
へ
の
低
単
価
、
労
働
者

へ
の
低
賃
金
の
押
し
付
け
の
上
に

あ
り
、
建
設
職
人
の
賃
金
は
大
幅

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
転
職
・
廃
業

を
す
る
仲
間
も
後
を
絶
た
な
い
。

建
設
業
従
事
者
数
は
こ
の
五
年
間

で
八
十
九
万
人
が
減
少
し
、
熟
年

技
能
者
不
足
、
と
り
わ
け
若
年
技

能
労
働
者
不
足
は
業
界
全
体
に
か

か
わ
る
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
で
は
、
昨
年
度
は
三
三
七

名
の
新
し
い
仲
間
を
加
入
さ
せ
た

も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
脱
退
者
が

あ
り
、
組
織
数
は
五
月
末
日
で
七
、

六
七
九
名
と
な
っ
た
。

新
年
度
の
課
題
は
、
初
心
に

帰
っ
て
、
内
部
強
化
、
仕
事
確
保
、

各
種
の
学
習
会
や
、
地
域
に
密
着

し
た
得
意
先
回
り
を
中
心
と
す
る

住
宅
デ
ー
活
動
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
県
内
各
市
に

対
す
る
『
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
確
立
』
や
、『
公
契
約
法

（
条
例
）
制
定
』
に
向
け
て
の
要

請
行
動
を
強
め
、
平
和
で
安
定
し

た
豊
か
な
暮
ら
し
と
、
技
能
後
継

者
が
育
つ
環
境
づ
く
り
に
全
力
を

傾
注
し
、
さ
ら
に
多
様
化
す
る
社

会
情
勢
、
生
活
環
境
を
直
視
し
、

組
合
の
生
き
残
り
を
か
け
て
諸
運

動
に
取
り
組
み
、
内
部
強
化
と
拡

大
で
組
織
の
展
望
を
切
り
拓
い
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
七
月
に
行
わ

れ
る
参
議
院
選
挙
で
は
推
薦
候
補

の
必
勝
を
期
し
て
全
力
で
闘
い
抜

き
、
与
野
党
の
逆
転
を
図
ろ
う
。

本
日
決
定
し
た
方
針
に
基
づ
き
、

全
建
総
連
傘
下
の
全
国
の
仲
間
や

県
下
労
働
団
体
や
友
誼
団
体
と
連

帯
し
、
目
標
実
現
に
向
か
っ
て
、

全
て
の
組
合
員
の
総
力
を
結
集
し
、

更
な
る
飛
躍
発
展
を
期
す
こ
と
を

誓
い
右
宣
言
す
る
。

平
成
十
九
年
七
月
十
五
日

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

第
六
十
二
回
定
期
大
会

副
執
行
委
員
長

本
部
執
行
委
員

本
部
執
行
委
員
扱

退
任
者
代
表
あ
い
さ
つ

前
副
委
員
長（
平
戸
支
部
）

丸
田

保

本
大
会
を
期
に
、
本
部
役
員
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

返
り
見
ま
す
と
昭
和
五
十
八
年
か
ら
、
江
口
委
員
長
以

下
現
在
ま
で
、
四
代
の
委
員
長
を
初
め
歴
代
の
役
職
員
、

組
合
員
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
、
ご
協
力
に
よ
り
通
算
二

十
四
年
間
大
変
お
世
話
に
成
り
ま
し
た
。
今
後
金
子
委

員
長
を
中
心
に
本
部
役
員
、
書
記
局
員
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

大

会

宣

言

組
合
の
生
き
残
り
を
か
け
て

中村 一明
（島原）

平
成
１９
年
度
新
本
部
役
員

（
敬
称
略
）

大島 弘雄
（佐世保中央）

森 政一
（浦上東）

本田 岩勝
（島原）

北村 亮樹
（北松）

柚元 美則
（佐世保北）

田中 清士
（佐世保中央）

退任される本部役員（敬称略）

平成１９年度予算
平成１９年６月１日～平成２０年５月３１日

予 算 額
１７７，９６０，０００
３８，７００，０００
１０，６００，０００
２，４００，０００
２，７００，０００
２，０００，０００
１，０００，０００
４００，０００
６００，０００
２，４００，０００
６，８００，０００
８，０００，０００
２，０００，０００
２，０００，０００
３，８００，０００
７００，０００

１４，７０８，０００
１３，１３０，０００
２，７００，０００
２，０００，０００
２００，０００
３，８００，０００
３４，５００，０００
９，２００，０００
２，５００，０００
１０，５００，０００
３，５００，０００
２，０００，０００
３，５００，０００
４，０００，０００
１，０００，０００
１，０００，０００
２，７０２，０００
３７３，０００，０００

科 目
人 件 費
事 務 所 費
組 織 対 策 費
技 術 対 策 費
住宅仕事対策費
賃 金 対 策 費
税 金 対 策 費
労 働 対 策 費
社会保障対策費
教宣対策活動費
組合新聞印刷郵送費
電 算 処 理 費
学 習 研 修 会
渉 外 費
旅 費
九 地 協
上 部 団 体 会 費
会 議 費
租 税 公 課
事 務 所 改 造 費
動 員 費
車 両 維 持 費
支 部 活 動 費
活 動 動 員 費
運 動 会 費
積 立 金
政 治 対 策 費
固定資産購入費
会 館 運 営 費
専門学院対策費
選 挙 対 策 費
式典・記念大会費
予 備 費
支 出 合 計

役

職

名

氏

名

出
身
支
部

職

種

新
再
委
別

執
行
委
員
長

金
子
三
智
郎

中

央

専

従

再

任

副
執
行
委
員
長

相
川

哲
男

西

彼

専

従

再

任

副
執
行
委
員
長

前
田

三
男

浦

上

西

大

工

再

任

副
執
行
委
員
長

田
森

勝

中

央

大

工

再

任

副
執
行
委
員
長

中
村

一
明

島

原

大

工

◎
新
任

副
執
行
委
員
長

大
島

弘
雄

佐
世
保
中
央

大

工

◎
新
任

書

記

長

北
村

政
和

西

彼

専

従

再

任

書

記

次

長

田
上

一
郎

浦

上

西

専

従

再

任

特
別
職
役
員（
書
記
次
長
待
遇
）

舩
津

栄
市

市

南

専

従

再

任

執

行

委

員

石
田

哲
雄

浦

上

西

専

従

再

任

執

行

委

員

佐
藤

圭
介

浦

上

東

専

従

再

任

執

行

委

員

西
平

博
之

佐
世
保
東

専

従

再

任

執

行

委

員

坂
口

忠
義

中

央

左

官

再

任

執

行

委

員

内
野

幸
雄

中

央

大

工

再

任

執

行

委

員

工
藤

是
正

大

浦

大

工

再

任

執

行

委

員

田
上

義
高

大

浦

大

工

再

任

執

行

委

員

中
島

直
人

市

南

大

工

再

任

執

行

委

員

山
本

秀
夫

市

南

大

工

再

任

執

行

委

員

牧
島

貢

東

長

崎

大

工

再

任

執

行

委

員

岩
永

和
範

東

長

崎

左

官

再

任

執

行

委

員

古
川

勝

浦

上

西

左

官

再

任

執

行

委

員

江
崎

久
人

浦

上

西

大

工

再

任

執

行

委

員

村
岡

広
明

浦

上

西

左

官

再

任

執

行

委

員

田
中

秀
則

浦

上

東

左

官

再

任

執

行

委

員

森

政
一

浦

上

東

大

工

◎
新
任

執

行

委

員

尾
崎

由
盛

西

彼

大

工

再

任

執

行

委

員

松
林

満
男

西

彼

左

官

再

任

執

行

委

員

高
谷

義
信

諫

早

大

工

再

任

執

行

委

員

木
下

忠
明

諫

早

大

工

再

任

執

行

委

員

伊
藤

一
廣

大

村

大

工

再

任

執

行

委

員

福
田

通

大

村

建
設
事
務

再

任

執

行

委

員

木
之
田

隆

島

原

大

工

再

任

執

行

委

員

本
田

岩
勝

島

原

大

工

◎
新
任

執

行

委

員

塚
本

芳
美

佐
世
保
中
央

大

工

再

任

執

行

委

員

末
吉

重
一

佐
世
保
中
央

大

工

再

任

執

行

委

員

田
中

清
士

佐
世
保
中
央

内
装
工

◎
新
任

執

行

委

員

丸
田

勉

佐
世
保
東

大

工

再

任

執

行

委

員

茅
原
喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

再

任

執

行

委

員

小
林

健
治

佐
世
保
北

大

工

再

任

執

行

委

員

福
田

栄
治

佐
世
保
北

大

工

再

任

執

行

委

員

柚
元

美
則

佐
世
保
北

大

工

◎
新
任

執

行

委

員

須
藤

輝
久

北

松

大

工

再

任

執

行

委

員

北
村

久

北

松

大

工

再

任

執

行

委

員

寺
田

孝
弘

平

戸

大

工

再

任

執

行

委

員

岡
田

眞

平

戸

大

工

再

任

会

計

監

査

植
田

勝
次

西

彼

瓦

工

再

任

会

計

監

査

樋
口

義
雄

諫

早

大

工

再

任

会

計

監

査

長
島

則
行

佐
世
保
東

大

工

再

任

特
別
執
行
委
員

澤
山

敬
子

専

従

執
行
委
員
扱

馬
渡

鉄
洋

中

央

青
年
部

執
行
委
員
扱

北
村

亮
樹

北

松

◎
青
年
部

執
行
委
員
扱

荒
木

恵
子

諫

早

主
婦
会

執
行
委
員
扱

茅
原

雪
江

佐
世
保
東

主
婦
会

建
設
長
崎
顧
問

前
田

富
雄

平
成
十
九
年
度

建
設
長
崎

本
部
役
員
立
候
補
予
定
者
名
簿

青年部長

馬渡 鉄洋

予 算 額
３０６，３５０，０００
５，３６０，０００
９７０，０００

４０，３７２，０００
５，０００，０００
２，５０６，６６１
１２，４４１，３３９
３７３，０００，０００

科 目
組 合 費
未 回 収 組 合 費
加 入 金
事 務 委 託 費
繰 入 金
雑 収 入
前年度繰越剰余金
収 入 合 計 内

部
強
化
と
組
織
拡
大
で
展
望
を
切
り
拓
く

新執行部を代表してあいさつする金子委員長

本
部
執
行
委
員
扱

本
田
英
樹

（
佐
世
保
中
央
）

平
成
１８
年
〜
１
年
間

本
部
執
行
委
員

吉
本

隆

（
佐
世
保
北
）

平
成
１７
年
〜
２
年
間

副
執
行
委
員
長

永
野
寿
昭

（
大
村
）

平
成
１
年
〜
１８
年
間

副
執
行
委
員
長

丸
田

保

（
平
戸
）

昭
和
５８
年
〜
２４
年
間

収入の部

支出の部
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定期大会
に
参加して

意見を聞き、勉強になった

【浦上東支部】

吉田 光夫

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
し
て
、

正
直
内
容
的
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
事

が
多
か
っ
た
。

で
も
、
本
会
議
・
分
散
会
と
い
ろ
ん

な
意
見
、
要
望
を
聞
き
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
職
人
太
鼓
の
一
員
と
し
て
、

多
く
の
組
合
員
さ
ん
の
前
で
太
鼓
の
演

奏
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
非
常
に
有

意
義
な
２
日
間
で
し
た
。
ま
た
、
機
会

が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
。

他支部との交流良かった

【佐世保東支部】

田中 光輝

今
回
、初
参
加
。会
議
の
ほ
う
は
…
？

初
め
て
な
の
で
、こ
う
い
う
も
ん
か
っ

て
感
じ
で
し
た
。

懇
親
会
の
方
は
普
段
会
っ
て
話
も
し

な
い
別
の
支
部
の
方
と
色
々
と
話
が
出

来
よ
か
っ
た
と
思
う
。

青年部長として勉強

【中央支部】

伊東 秀政

今
年
度
、
支
部
の
青
年
部
長
を
ひ
き

う
け
る
事
に
な
り
、
青
年
部
の
事
を
あ

ら
た
め
て
勉
強
し
よ
う
と
思
い
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
改
め
て
参
加
し
て
み

て
、
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

スムーズな運営に感心

【西彼支部】

松林 敏

下
手
す
れ
ば
、
だ
ら
だ
ら
と
な
っ
て

し
ま
い
そ
う
な
大
会
の
進
行
を
、
事
前

の
準
備
、
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
説
明
等

で
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
感
心
し
ま
し
た
。

書
記
局
の
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

二日間、勉強になった

【佐世保北支部】

松瀬 康孝

私
は
、
定
期
大
会
に
初
め
て
出
席
し

ま
し
た
。
自
分
の
組
合
と
し
て
こ
の
二

日
間
、
熱
心
に
討
議
さ
れ
て
い
た
、
そ

の
内
容
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
の
建
設
長
崎
の
発
展
に
少
し
で

も
協
力
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

厳しさを真剣に受け止めて

【大浦支部】

竹崎 初雄

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
本
会
議
ま
た
は

分
散
会
で
の
熱
心
な
討
議
を
聞
い
て
、

こ
の
厳
し
い
現
状
を
も
っ
と
本
部
役
員

の
皆
さ
ん
に
真
剣
に
受
け
止
め
て
頂
き
、

少
し
で
も
組
合
員
の
生
活
安
定
に
結
び

付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

全国技能競技大会では力を発揮したい

【北松支部】

里森 潤

・
資
格
取
得
や
若
年
層
の
技
術
向
上
の

た
め
に
努
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

が
、
あ
ら
た
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

・
技
能
大
会
で
全
国
大
会
に
代
表
と
し

て
出
場
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、

で
き
る
だ
け
練
習
を
し
て
、
自
分
の
出

せ
る
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
。

若い人の参加を

【諫早支部】

田� 義光

組
合
の
こ
と
が
良
く
分
り
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
支
部
の
代
議
員
の
参
加

の
人
が
変
り
ま
せ
ん
。
来
年
度
よ
り
若

い
人
（
青
年
部
）
の
参
加
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
つ
か
れ
さ
ん
で

し
た
。

今後の奮闘に期待

【市南支部】

山崎 昌晴

景
気
の
低
迷
と
共
に
、
仕
事
不
足
と

組
合
員
の
高
齢
化
で
、
組
織
減
少
の
報

告
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
組
合
に

不
安
を
感
じ
ま
す
。

今
後
の
組
合
役
員
皆
様
の
奮
闘
に
期

待
し
つ
つ
、
私
自
身
も
組
合
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
頑
張
り
ま
す
。

組合員の繁栄と団結を強く感じた

【平戸支部】

山田 精市

当
日
（
十
四
日
）
は
早
朝
よ
り
台
風
四

号
の
影
響
に
よ
り
雲
仙
の
会
場
ま
で
の
道

程
は
大
変
で
し
た
。
会
場
へ
入
り
大
会
が

開
始
（
十
時
）
さ
れ
、
諸
々
の
議
事
が
進

行
す
る
に
つ
れ
、
各
支
部
の
代
議
員
の
目

の
輝
き
が
、
私
の
胸
の
内
に
強
い
衝
動
を

与
え
ま
し
た
。
長
引
く
不
況
に
誰
も
が
生

残
り
を
掛
け
頑
張
っ
て
い
る
様
子
が
手
に

取
る
よ
う
見
え
ま
し
た
。
分
散
会
で
の
か

な
り
の
シ
ビ
ア
な
意
見
・
質
問
に
建
設
長

崎
十
五
支
部
の
組
合
員
の
団
結
心
を
強
く

感
じ
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活発な意見を聞き勉強になった

【大村支部】

高取 征治

今
回
で
三
回
目
の
参
加
で
毎
年
、
本

会
議
、
分
散
会
の
中
で
皆
様
の
活
発
な

意
見
を
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

分
散
会
で
青
年
部
の
抱
え
て
い
る
課
題

に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
部
か
ら
も
立
派
な
回
答
を
頂
き
、
そ

の
課
題
も
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
二
日
間
を
通
じ
て
、
各
支

部
か
ら
の
様
々
な
意
見
等
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

様々な活動について知り勉強になった

【東長崎支部】

野口 裕二

初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

悪
天
候
の
中
で
の
定
期
大
会
で
し
た

が
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
と
組
合
員
皆

さ
ん
の
熱
い
意
見
が
交
わ
さ
れ
て
い
る

の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
様
々
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
を
知
る
事
が
出

き
、
そ
の
大
切
さ
を
勉
強
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
今
後
の
支
部
青
年
部
の
活
動

な
ど
に
、
生
か
し
て
行
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

組織力の大切さを痛感

【書記局】

城下 大輔

今
回
、
初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
案
に
対
す
る
代
議
員
の
皆
さ
ん
の

真
剣
な
質
疑
、
そ
れ
に
対
す
る
答
弁
が

な
さ
れ
て
お
り
、
組
織
力
、
ま
た
足
並

み
を
揃
え
る
こ
と
の
難
し
さ
、
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
組
合
活
動
に
、
こ
の
経

験
を
活
か
し
て
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

組織の大切さを再認識

【島原支部】

酒井 克祝

今
回
数
年
ぶ
り
に
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
長
引
く
不
況
の
中
、
代
議
員
の

皆
様
の
活
発
な
意
見
・
質
問
を
聞
き
な

が
ら
組
織
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
組
合
活
動
に

積
極
的
に
協
力
し
支
部
、
分
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支部・分会活動に活かす

【浦上西支部】

林 九州男

今
回
で
三
度
目
の
参
加
で
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
仕
事
確
保
・

組
織
拡
大
な
ど
熱
心
な
質
問
が
出
さ
れ
、

改
め
て
大
変
意
義
あ
る
大
会
と
感
じ
ま

し
た
。

今
後
も
、
組
合
の
大
切
さ
を
認
識
し
、

支
部
・
分
会
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。

皆さんの力になれるよう頑張ります

【長建国保書記局】

川村 未央

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
皆
さ
ん
の
リ
ア
ル
な
意
見
を

聞
く
事
が
出
来
て
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、

非
常
に
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
一

人
一
人
が
組
合
の
事
を
本
当
に
良
く
考

え
て
い
る
事
に
感
激
し
ま
し
た
。
私
も

皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若年層の仲間を増やしていきたい

【佐世保中央支部】

大島 和敏

何
度
か
定
期
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
代
議
員
の
皆
さ
ん
の
活
発
な
質

問
・
意
見
に
圧
倒
さ
れ
た
二
日
間
で
し

た
。私

も
、
青
年
部
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
若
年
層
の
仲
間
を
増
や
し
て

い
け
る
よ
う
な
活
動
に
も
っ
と
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
よ
り
も
厳
し
い
情

勢
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
組
合
運
動

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

定定期期大大会会
にに
参参加加ししてて
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７・２３
総決起
集会

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

熱
い
日
が
続
き
ま
す
、
ご
自

愛
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

参
議
院
議
員
選
挙
は
選
挙

区
で
大
久
保
ゆ
き
し
げ
氏
、

比
例
区
で
社
民
党
の
山
内
ト

ク
シ
ン
氏
が
見
事
当
選
さ
れ

ま
し
た
、
皆
様
の
ご
協
力
に

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

今
回
の
選
挙
で
、
地
方
切

り
捨
て
の
政
治
、
格
差
社
会

へ
の
批
判
、
年
金
処
理
へ
の

不
満
、
平
和
を
踏
み
に
じ
る

事
へ
の
反
発
な
ど
、
お
ご
り

高
ぶ
っ
た
現
政
権
へ
の
不
満

が
、
全
国
へ
広
が
っ
た
結
果
、

参
議
院
の
与
党
の
過
半
数
割

れ
と
い
う
結
果
を
生
み
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
今
の
政
治

を
大
き
く
方
向
修
正
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
県
政
浮
揚
、

少
し
で
も
私
た
ち
の
生
活
が

向
上
す
る
為
の
施
策
を
求
め

て
県
議
会
の
場
で
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

国
民
の
怒
り
爆
発
！
与
党
過
半
数
割
れ
に

﹇
参
議
選
国
民
の
審
判
﹈

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

賃
金
・
工
事
単
価
の
確
保
・
労
働
条
件
の
改
善
求
め

賃
金
・
工
事
単
価
の
確
保
と

労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
て

「
建
設
長
崎
７
・
２３
総
決
起
集

会
」
が
七
月
二
十
三
日
、
長
崎

原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

組
合
員
、
主
婦
、
書
記
局
員

な
ど
全
体
で
二
一
四
名
が
参
加

し
、
賃
金
の
切
り
下
げ
な
ど
厳

し
い
現
状
の
打
破
に
向
け
て
結

集
を
図
り
ま
し
た
。

金
子
執
行
委
員
長
は
「
私
た

ち
の
賃
金
・
工
事
単
価
は
、
不

況
の
ど
ん
底
に
あ
る
。
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
は
数
千
億
円
の
利
益
を

挙
げ
て
い
る
が
、
長
崎
の
中
小

零
細
現
場
は
非
常
に
厳
し
く
、

地
場
の
中
堅
も
次
々
に
倒
産
し

て
い
る
。
二
十
日
に
は
、
県
に

要
請
を
行
い
、
中
小
零
細
業
者

へ
の
工
事
発
注
や
設
計
労
務
単

価
が
下
が
り
続
け
、
労
賃
に
し

わ
寄
せ
し
な
い
事
を
訴
え
た
。

国
を
動
か
す
た
め
に
は
、
参

議
院
選
挙
で
勝
た
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
の
こ
と
が
私
た
ち
の

生
活
を
守
る
こ
と
に
な
る
。」

と
あ
い
さ
つ
。

労
働
団
体
は
連
合
長
崎
の
小

石
事
務
局
長
を
始
め
県
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
の
平
田
副
議
長
、

長
崎
地
区
労
の
蜂
須
賀
議
長
か

ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

政
党
を
代
表
し
て
社
民
党
県
連

の
吉
村
幹
事
長
と
民
主
党
県
連

か
ら
川
越
幹
事
長
も
激
励
に
駆

け
つ
け
ま
し
た
。

七
月
二
十
日
に
行
っ
た
県
交

渉
の
内
容
を
相
川
副
委
員
長
か

ら
報
告
が
あ
り
、
集
会
決
議
で

は
「
積
算
さ
れ

た
賃
金
労
務
単

価
が
、
末
端
の

労
働
者
ま
で
保

障
さ
れ
る
条
例

制
定
を
粘
り
強

く
訴
え
、
地
域

に
根
ざ
し
た
建

築
活
動
で
職
域

防
衛
と
仕
事
確

保
に
つ
な
げ
よ

う
」
と
決
議
文

の
採
択
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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●
県
土
木
部
長
交
渉

建
設
長
崎
と
�
中
小
建
設
業

協
会
は
、
建
設
現
場
で
働
く
建

設
技
能
者
救
済
の
た
め
の
施
策

を
講
じ
る
よ
う
長
崎
県
土
木
部

長
に
対
し
て
七
月
二
十
日
、
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
は
、
午
前
十
一
時
か
ら

約
一
時
間
、
県
農
協
会
館
に
お

い
て
県
側
か
ら
土
木
部
次
長
の

中
村
正
氏
を
始
め
六
名
と
組

合
・
中
小
建
設
業
協
会
か
ら
金

子
委
員
長
以
下
十
九
名
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
要
請
内
容

一
、
中
小
零
細
建
設
業
者
へ
の

工
事
発
注
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
も
小
規
模
改

修
事
業
費
に
十
億
円
を
予
算
化

し
て
い
る
。
最
低
価
格
は
設
計

単
価
の
八
五
％
と
し
て
い
る
。

品
質
の
確
保
、
技
術
力
も
重
要
。

安
心
し
て
安
全
に
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

二
、
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て

労
務
単
価
は
、
国
が
十
月
に

各
県
の
事
業
者
に
調
査
を
行
い
、

そ
の
資
料
を
基
に
決
定
し
て
い

る
。
労
務
費
が
労
務
単
価
に
跳

ね
返
ら
な
い
の
は
、
調
査
を
受

け
た
事
業
所
の
調
査
項
目
に
対

す
る
意
識
改
革
も
必
要
。
適
正

に
職
種
が
分
類
さ
れ
て
い
る
か
。

現
物
給
与
等
が
計
上
さ
れ
て
い

る
か
指
導
し
た
い
。

三
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
に
つ
い
て

民
間
リ
フ
ォ
ー
ム
（
耐
震
支

援
事
業
）
は
、
十
八
年
度
は
、

耐
震
診
断
が
三
十
一
件
、
改
修

工
事
は
三
件
。
十
九
年
度
現
時

点
で
は
、
診
断
十
八
件
、
改
修

工
事
五
件
が
き
て
い
る
が
、
Ｐ

Ｒ
が
必
要
だ
。
台
風
の
た
め
の

瓦
改
修
単
独
で
は
補
助
外
と
な

る
が
、
耐
震
工
事
と
同
時
に
し

て
は
ど
う
か
。

平成１９年度
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主主催催／／長長崎崎県県建建設設産産業業労労働働組組合合
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長長崎崎県県建建設設技技術術専専門門学学院院本本部部
��長長崎崎県県中中小小建建設設業業協協会会

と き
平成１９年１０月１４日�午前１０時開会

ところ
琴海北部グランド

※雨天の場合は１１月４日�（松山市営陸上競技場）

県
議
会
だ
よ
り
３
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非常に強い�
アフラックの�
保険財務力格付け�
（スタンダード＆プアーズ/平成19年6月現在）�

・保険財務力格付けは、保険金支払いの能力に対する格�
　付会社の意見を表しています。�
・格付けは現在の情報に基づいており、将来的には変化�
　する可能性があります。�

あ梅

七

﹇
住
宅

デ
ー

﹈伊
良
林
校
区
ま
つ
り
中
央
支
部

毎
年
恒
例
の
包
丁
研
ぎ
と
木
工
教
室
は
大
盛
況

の
大
水
害
か
ら
二
十
五
年
、

伊
良
林
地
区
で
は
、
犠
牲

者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た

め
、
校
区
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

中
央
支
部
と
し
て
も
、
毎
年
、

協
賛
し
て
、
住
宅
デ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

梅
雨
明
け
間
近
の
七
月
二
十

一
日
、
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
併
せ
て
、
包
丁
研
ぎ
・
ま

な
板
・
ス
ノ
コ
販
売
、
親
子
木

工
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
事
も
あ

り
、
包
丁
研
ぎ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

午
後
五
時
の
受
付
開
始
と
同
時

に
長
蛇
の
列
に
な
り
ま
す
。

受
付
の
主
婦
会
の
皆
さ
ん
と

研
ぎ
手
の
組
合
員
さ
ん
と
の
息

も
ぴ
っ
た
り
で
、
一
時
間
足
ら

ず
で
約
百
本
も
の
包
丁
を
研
ぎ

終
え
ま
し
た
。

親
子
木
工
教
室
に
お
い
て
も
、

子
供
た
ち
の
夏
休
み
の
宿
題
に

な
れ
ば
と
、
青
年
部
で
知
恵
を

出
し
合
い
、
色
と
り
ど
り
の
タ

イ
ル
を
使
い
、
花
台
（
鍋
敷
き

に
も
な
る
？
）
を
準
備
し
ま
し

た
が
、
子
供
た
ち
が
殺
到
し
、

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
に
親
子
と

も
ど
も
満
足
し
て

帰
路
に
着
い
て
い

ま
し
た
。

雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い
曇

り
空
の
蒸
し
暑
い
七
月
二

十
二
日（
日
）川
原
海
水
浴
場
に

於
い
て
、
組
合
員
・
主
婦
会
二

十
二
名
の
参
加
で
海
岸
清
掃
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
三
日
程
前
に
海
開

き
し
、
夏
休
み
に
入
っ
た
ば
か

り
の
海
岸
に
は
、
タ
バ
コ
の
吸

い
殻
や
花
火
の
後
が
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
散
乱
し
て
お
り
、
参

加
し
た
組
合
員
さ
ん
は
『
マ

ナ
ー
の
悪
か
な
！
』
と
言
い
な

が
ら
、
皆
さ
ん
、
せ
っ
せ
と
ゴ

ミ
を
集
め
て
ま
し
た
。

ま
た
、
砂
浜
に
は
焚
き
火
後

の
木
炭
も
た
く
さ
ん
砂
に
埋
も

れ
て
お
り
、
拾
っ
て
も
拾
っ
て

も
限
が
な
い
と
ボ
ヤ
キ
な
が
ら
、

約
一
時
間
三
十
分
程
度
の
清
掃

活
動
を
行
い

ま
し
た
。

そ
し
て
、

短
時
間
の
作

業
に
も
係
わ

ら
ず
、
約
三

十
袋
く
ら
い

の
ゴ
ミ
を
拾

い
集
め
る
こ

と
が
で
き
、

見
違
え
る
ほ

ど
奇
麗
に

な
っ
た
砂
浜

を
見
な
が
ら
、

改
め
て
『
数
の
力
』
の
凄
さ
と

地
球
環
境
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
清
掃
活
動
で
し
た
。

ペ
ー
ロ
ン

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

１０
年
連
続
出
場
の

『
ガ
ン
バ
リ
』
に
表
彰

月
二
十
八
日
�
・
二
十
九

日
�
の
両
日
、
松
ヶ
枝
観

光
埠
頭
に
お
い
て
、
長
崎
市
の

伝
統
行
事
で
あ
る
平
成
十
九
年

「
長
崎
ペ
ー
ロ
ン
選
手
権
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、「
建
設
長
崎
ペ
ー
ロ

ン
」
は
出
場
を
断
念
し
ま
し
た

が
、
長
年
に
亘
り
、「
職
域
対

抗
レ
ー
ス
」
の
部
の
振
興
発
展

に
多
大
の
貢
献
を
し
た
と
し
て
、

二
十
九
日
午
前
九
時
か
ら
の
開

会
式
の
な
か
で
「
長
崎
市
ペ
ー

ロ
ン
協
会
」
よ
り
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

建
設
長
崎
ペ
ー
ロ
ン
は
、
東

長
崎
支
部
の
有
志
に
よ
り
平
成

九
年
に
結
成
さ
れ
、
同
年
の

ペ
ー
ロ
ン
大
会
に
初
出
場
し
、

昨
年
の
選
手
権
大
会
ま
で
十
年

連
続
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
毎

年
、
予
選
・
準
決
勝
・
決
勝
と

勝
ち
あ
が
り
、
好
成
績
を
残
し

て
き
ま
し
た
。
又
、
建
設
長
崎

の
ア
ピ
ー
ル
に
も
一
役
か
っ
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
建

設
不
況
に
よ
る
残
業
の
延
長
や

転
職
に
よ
る
選
手
不
足
に
よ
り
、

選
手
一
丸
と
な
っ
て
の
練
習
に

取
り
組
む
事
が
出
来
な
い
な
ど
、

本
年
の
出
場
を
断
念
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

ペ
ー
ロ
ン
選
手
権
大
会
功
労
者

表
彰
式
（
東
長
崎
支
部

牧
島

支
部
長：

写
真
中
央
）

火
災
保
険
を
主
と
す
る

従
来
の
損
害
保
険
料
控
除

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、

地
震
保
険
料
控
除
制
度
が

今
年
１
月
か
ら
新
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
課
税
所
得
額

の
算
出
に
あ
た
っ
て
、
支

払
っ
た
地
震
保
険
料
を
控

除
で
き
る
も
の
。
地
震
保

険
の
加
入
促
進
が
目
的
で

す
。対

象
に
な
る
の
は
、
今

年
１
月
１
日
以
降
に
支

払
っ
た
地
震
保
険
料
か
ら
。

年
末
調
整
の
際
に
申
告
で

き
ま
す
。
控
除
で
き
る
金

額
は
、
所
得
税
の
場
合
が

支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額

（
限
度
額
５
万
円
）、
住

民
税
が
そ
の
半
分
ま
で
。

こ
れ
ま
で
の
損
害
保
険
料

控
除
よ
り
も
限
度
額
が
大

幅
（
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は

１５
倍
以
上
）
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
地
震
保
険
を

つ
け
て
い
な
い
火
災
保
険

に
関
し
て
は
、
一
部
の
保

険
（
長
期
契
約
の
も
の
）

を
除
き
控
除
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
地
震
保
険
に
加

入
す
る
の
が
、
お
得
か
つ

安
心
で
す
。

地震保険料控除制度くらしの豆知識

※ご確認ください
◎この資料は、記載の保険（プラン）の概要を説明しておりま
す。保障の開始と期間、保険料、解約払戻金などの詳細につ
いては、ご検討の際にお渡しするパンフレットや「ご契約の
しおり・約款」にてご確認ください。
◎お仕事の内容やご健康状態などによってはお申込みをお引受
けできない場合などがあります。

【個人情報の取扱に関する案内】
資料請求いただいたお客様の個人情報は、当社が委託を受けている生命保険会社・損害保険会社の各種商品やサービスの案内・提供・維持

管理を行うため利用させていただきます。
なお当社における個人情報の取扱い及び当社が委託を受けている保険会社の範囲、あるいは、利用目的の通知、開示・訂正・削除等につい

ては、ホームページ（http://www.ki‐ra‐ra.jp/）の「個人情報保護方針」をご覧いただきますようお願い申し上げます。
【個人情報に関するお問合せ窓口】
きらら保険サービス株式会社 お客様満足推進室 シニアマネージャ 連絡先 TEL：０９－３５６４－７７５２ e‐mail：privacy@ki‐ra‐ra.jp
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それぞれ１回限り

日数無制限

回数無制限

往診も含む

往診も含む

《お申込方法》 きらら保険サービス 九州支店までご連絡願います。

フリーダイヤル 0120－191－455
※なお、お申込の際に、長崎県建設産業労働組合の組合員様であることをお申し付けください。

■引受保険会社■

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社） 福岡東支社
〒８１２‐００１８ 福岡市博多区住吉１‐２‐２５ キャナルシティ・ビジネスセンタービル１０Ｆ

TEL（０９２）２８１‐６７１６ FAX（０９２）２８１‐７３６０

■募集代理店（アフラックは代理店制度を採用しております）

きらら保険サービス株式会社 九州支店
〒８１２‐００１１ 福岡県福岡市博多区博多駅前１‐４‐４ JPR博多ビル

フリーダイヤル ０１２０‐１９１‐４５５

組合員の皆様へ 団体取扱がん保険のご案内
スペシャルプラン（解約払戻金あり）
保険期間：終身・契約年齢：満３歳～満８０歳（ご本人コース）

２２１１世紀がん保険

女 性
２，９００円
３，９０９円
５，２４０円
７，０８８円

男 性
２，９００円
３，９０９円
５，２４０円
７，０８８円

契約年齢
３０歳
４０歳
５０歳
６０歳

●保険料一部抜粋（ご本人コース）
【保険料払込期間：終身】団体取扱・月払（２００７年９月２日時点）

がんの場合 １００万円
上皮内新生物の場合 １０万円
１日につき １０，０００円
１回につき ２０万円

１回につき １５万円

１日につき ５，０００円

１日につき ５，０００円

技術料に応じて ６～１４０万円
一時金として １０万円

１日につき（最高１８０日） ５，０００円

１０万円（がん以外で死亡のときは５万円）

初めて診断確定されたとき

入院したとき
手術したとき
２０日以上の継続入院後
在宅療養したとき
５日以上の継続入院後
通院したとき
特定のがん治療で
通院したとき
先進医療をうけたとき
在宅末期医療を開始したとき
在宅末期医療を開始した日からケアを継
続してうけているとき
がんで死亡したとき
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親子木工教室

三和町川原海水浴場
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